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であるという意見で一致 。メーヌ・ド・ビランの見るところ、性的な欲求は「知性も 観念 正しい方向づ も、いかなる運動の秩序も吸 取っ しまう」 。 「 〈自我〉が積極的な役割を果たさないかぎり、また、 〈自我〉の協力が得られないかぎり」
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雑な心理的与件に従ってそ 性質と強度が変わ と見なされ ようになっていた。この問題を一八二一年 博士論文 論じたベルティエは、その与件を列挙している。実際 経験される感覚は、「われわれの器官の違い、われわれの想像力、感覚を経験するまさにその瞬間にわれわれが置かれた心理状態」 、習慣 飽満 度合い、興奮 新しさ 手を変え品を変え歓びを喚起しようとする
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射出するというよりは流れだすという感じ 近い。これに続くよりたっぷりとして、白く、濃く、臭いの強い精液 官能 レベルを最高点にまで引き上げる。しかし ヴィヒマンはこの二つの射精がふつうひとつに混同されており、二番目のも は「一番目ものと区別できない連続体」でしかないことを認めて る。とはいえ、ヴィヒマンによれば、いつもそうだとはかぎらない。最初の射精があっても第二の射精がな ケースもけっ て希 はなからである。 「ここから、二つの射精を個別に研究することができる」 。ヴィヒマンが「射精 分割」 呼ぶ のは 第一の射精
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いほど快感は「強烈に」にな 。そこから、あまり頻繁に快楽が繰り返されると快楽が弱くなり、生産される精液は、性的過剰によって損なわ 、貧弱になるという結論に至る 最初の強烈な快感は、つねに精液の量および、排出の力と速度に相関している。
ラルマン教授によれば、同じ個人が、同じ条件で、同じ女性と














































る。したがって、最も重要なのはもはや陰茎亀頭外部への刺激ではない 官能の感覚は〈性器感覚に特有の神経〉が突然緊張することから生じるのである。それ以外 個人生活において 生殖器と、とりわけこの感覚に特化された神経は活動停止状態 あ 。
一八五七年、コベルトに影響を受けたベローは、臨床的な精度
と心理学の深い造詣をもって、硬直 摩擦、圧迫 諸様態、収縮、射精を構成する三・四回のひきつったよう 痙攣を描写し、射精の噴 速度とパワーは変化しやすいと述べ、 「行為が繰り返されるほど、その質は低下する」と詳述する。ベローは「全身 震え」「ひきつりのような不随意運動」 、 「歓びの絶頂に引き起こされる、
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よ、この新時代に、性交の生理的表出を最も長く最も詳しく描写したのがルボー博士であることに間違いはない。挿入のあらゆる動作、膨脹の全段階を逐一辿り、あらゆる摩擦を分析し、とりわけ「ほとんど感じられないほどの身震い」から「高揚の絶頂」まで、あらゆる官能の段階が並んで ることを認めたのちに、ルボー博士は最後の場面を次 ように描写す 。 「血液循環は加速し、動脈が強く拍動する。筋肉 収縮によって血管内に引き留め れた静脈の血液は全身で熱気を帯び、頸部の筋肉の収縮と頭部 反り返りによって大脳によりはっきりと伝えられたこ 停滞は、一時的な大脳の鬱血を惹起し、その間、知性とあ ゆる能力が無力化される。目はひどく充血して血走り 眼差しが虚ろになるか、たいていのばあい、光との接触を避けてまぶ を散発的に閉じ 。
息が荒く途切れがちになる者もいれば、肺の痙攣性の収縮に









































そうした感覚にもかかわらず、女性 以上のような悲惨な状況にさらされることはより少ない。と うのも、女性の過敏な神経は、ときに偽りの興奮をもたらす である。ブールハーフェは性交のたびに失神する女性の話を聞いたことがあるという。ホ マンもそ 類の女性をひとり知っていた。きわめて淫蕩な女性で、性行為のあとは必ず癲癇 発作に襲われ と う。
ここまでの叙述からごく必然的に、女性の快楽を扱う医学的言





















































理学ではなく、まだ臨床医学が支配的だったころ トゥルソーは女性の性的歓びを見事に描写している。 「典型例として、この自然な行為 実践に伴う印象を強く感じるひとりの女性を取り上げてみよう。心臓の周辺地域が激しく早鐘のよ に打ち、呼吸は浅く早くなり、ため息と嗚咽で中断され、眼球は上に上がり 頭と首は反り返り、骨盤は間代性
〔間をおいて繰り返すの運動の意〕
の痙





う困難にしている。多くの女性が快感を感じ ふりを ているのである。 「気をやる」ことがないばあ 女性がほんとう 快楽を感じているかどうか、いかにして知しえようか？二重精液理
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ち、コベルトの博士論文が出版さ る以前 医者 は女性の快感を二種類に区別していた。この区別は、女性の第六感、すなわち女性の「生殖感覚」に属するがゆえに しあたって が説明や完全な描写はできないが、少なくと 気づくこ らできる「臆面のない痙攣」 関わっ しかし、この痙攣がなく
とも受胎が起こることは明白である。強姦の犠牲になった女性や、麻酔によって眠らされたり、より一般的には知らないあいだに夫に抱かれたりし 睡眠中に性交された女性のばあいも、痙攣なしに受胎する。ところ その一方で、官能的な痙攣が ったからといって必ずしも妊娠には結びつなかいどころか、妊娠とは無関係であることがすでに知られ いる。要するに、自律的な産卵（排卵）の存在がまだ信じられていなかった時代に医療にたずさわっていた医者にとってさえ、最も一般的な意味 おける快感がを決定づけるわけでも、妊娠の指標 なるわけでもない とはすでに明白だった である。二重精液理論の消滅が問題を紛糾させる。いかなる徴候を以てすれば、性交がうまくいった と 探知でき 、あるいは少なくとも予想できる だろうか？
したがってそれは、女性が射精するという思い込みの放棄と自
然排卵理論の勝利が切り離されてい 期間であった 医者、助産婦、患者が妊娠 否定しがたい徴候を探し求め始めるのはこ 期間である。ビュフォンによってすでに綿密な批判が加 ら ながらも継承されてきたヒポクラテスの学説 従っ 、 「震え」という語にしばしば要約される並外れた官能的感覚の総体が、妊娠を待ちこがれている女性にその瞬間を教え くれるはずだと信じる者は多かった。したがっ 、 感覚とは、官能の欲望 同時妊娠の欲望にも飢えた母体の貪欲な性格を示してお 、 「性的痙攣」とは別物の、しか 通常はそれに余分なものとして付け加わ
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る感覚であった。
関心は、特定の聴取能力を前提とするこの区別にある。妊娠し
た女性のこの震えは、妊娠、出産、授乳、母子関係といったさまざまな激しい の、ま さまざまなトラブルの幕開け なる。こうした感覚は、したがって、固有の意味での官能的痙攣とは別物であっても、それ自体は異性との肉体的結合から生じている。
産婆たちは、産婦とのお喋りのなかから、この震えについて知
識を得ていると言う。民衆に、いつ妊娠したか気づくことができると主張する女性は多い て 一時期は 医者 多 もこの確信を共有していた。こうして、女性の射精を信じているからはないにせよ、一定の興奮と受胎のあいだ 関連 は捨 切れなかったのである。
したがって、ヒポクラテスとガレノスの理論を放棄したことが、


























よって感覚には違いがあるし、感覚が鈍かったり、あまりに激しかったりすると感じな ば いもあ とをブルダッハも認めている。というのも、強い性的快楽は妊娠した女性から震えの感覚を奪ってしまうことがあるからで 。この意見は、あま に強烈な性的快楽は受胎能力に対立するという広く人口 膾炙していた確信と一致しているが、強烈な快感 性交がうまくいった少なくとも好ましい前兆だ 考えていた医者たち 攻撃を受け 。
こうした医者たちのうちには、特定の震えについては語る必要




楽があまり頻繁に繰り返され、刺激に拍車がかかりすぎるとこのメカニズムに支障を来すこと 認め 。実際 証言に基づいていると主張されるこの医学的言説は、女性の瞬間的な自己聴取能力を前提にしているが、一瞬にして自己の身体を聴き取ることはじつはきわめて難し はずで、このこ が理解されることになるの 後になってからで る。 れらの医者たちがいかな 立場
を取るにせよ、彼らの言葉は、生殖全体の興奮状態、動揺、痙攣の重要性を強調している点で違いはない。一般に、二重精液理論の放棄と女 の興奮に注目することの無意味さとの関連性が強調されるが、この点 かんするかぎり、われわれの立場はそこから遠いところにある。
性交に続く日々に現れる妊娠を示す変調を描写することで、ブ
ルダッハは自ら 言葉を引き延ばし、強化 。母胎の軽 痛み。全身のしびれ。持続的なまどろみ。頭痛と歯痛。めまい。顔面蒼白。嘔吐と吐瀉。これらはかつてビュフォンが作成したリストだが、例の「震え」に続 て、こうした感覚や興奮 ま で鎖のように連鎖することをブルダッハは見事に示している。ブルダッハによれば、女性は、全身のきわだって奇妙な感覚により自らの身体が新しい状態にあるこ に気づく。と同時に、下腹部が充実してずっしりとした感じになり、性交を避けがち な かと思えばその一方で熱に浮かされたような衝動や軽 震え、興奮の突発を経験する。古代世界では若妻の首のふくらみを懐妊 しるしと受け取っていたが、このど もが、その妥当 を裏付 る膨張状態を示している。懐妊当初 感覚に向けられた注意が、遡行的な歩みによって、性行為の瞬間に明ら なる感覚を追い求めさせていると考えることができよう。
当時権威として知られていたリシュランは、ガレノス的な見地
から、震えよりもむ ろ子宮の痙性収縮が交接 よ 妊娠の最も
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に現れた以上のような見解の数々は、古代のテイレシアスの謎がなぜこれほどまでに魅力的なのかをよく説明してくれる。カップルのうち男女いずれがより強い快楽を感じているのか？比較のベースとなる 性の快楽 強さについてはすでに知悉している以上、医者にしてみ ば、この問題を持ち出すこと 女性の性的快楽の強度を討議する 等しい。医学的言説がこ 謎にこれほど執着する裏には、ふたつの感情 間の緊張感が存在する、ある は、少なくとも存在すると考えられる。女性が優っているばあいには女性に対する嫉妬がある 、逆に女性が知力も理性もまったく失っていないばあい 官能に翻弄さ る男性が相対 に受動的立場を強 られ、女性 自らを譲り渡して まう恐怖が生じるからである。
この謎にもたらされた答えが多岐に渡っている裏には、おそら





















傾向という言葉でルボーが言い表した事態である。ヴィレーは書いている。性交にさ し「膣と子宮 空隙を満たす液体がより豊かに分泌され 」ため女性は疲弊することが少ない。した っその状況が続く限り、女性の感受性は「鋭く敏感」になったままなのにたいし、たび重なる射精は男 からこの刺激の源泉を奪い、「より迅速に力を奪うので、もはやどんなに欲望が大きくてもそ
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かんする以上の意見 共有し、快感の強度において女性が優っているという説に与して、 「一般的に言えば、官能の感覚は（たしかに）男性においてより迅速に訪れ が、しかし、女性におい
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ポ〉の違いについては以前から力説されていた。たとえばヴネットは女性における快感の持続と強度をきちんと区別すべきだと主張している。その後もディドロは、男性が機械的にオルガスムに達するのにたいし、そのパートナーははっきりと た区切りがないだけにより長く官能を味える恩恵に浴していると考えている。その他にも、たとえばビヤンヴィルのよう 女 は射精をする男性と同じ快楽を感じて るが、それに加えて余分な快楽を味わえるのだ する付加快楽説に従う者もあった。
これにたいし、デキュレは女性の欲望と快楽がより強いとも、





















現しないのは羞恥心に阻まれているからだ、とい 見方をデランドは批判する。この主張は日々 観察 鑑みれば維持できない。
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るかぎり、我が国では、 「生理的 状況」しか記録する風習がなかった。この専門家は、若い女性が若い男性ほど自慰に耽らないことがさらにもうひ つの証拠だという。 「もし交接が男性と同じくらいの衝撃と疲労を女性に与えるものだっ ら」売春婦など存在しただろうか、 も問うている。そもそも、女性が男性よりも長寿なのは、他な ぬ性行為に伴う興奮が にお てより穏やかだからである と。かくして、性的快感の激しさと死のあいだに打ち立て れ 関係性がここにもまた姿を見せている。
これらの医者たちが、議論のなかで、いわゆる冷感症と女性が



















りに過敏であるかのいずれかである、という考えがでてく アドゥロンもまた、こ 問題は解説不可能だ 考える。自分 経験しないかぎり感覚は理解できないからである。
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が非難されるべき理由は、それが個人を官能の洗練の奴隷にするからではなく、個人が性的快楽をその全幅の広がりと強度以て味わうことを不可能にするから ほ ならない。 「自然」基礎を置く快楽の微妙な構
エコノミー
造とはこのようなものなのだ。屈強な
民衆のヘラクレスとその正妻というカップルの性 高揚には、自慰、肛門性交、獣姦、遊蕩 悪化 った性的過剰にたいする断罪の基礎となるエピクロス的な快楽主義の論理が見い出せ 。民衆的なヘラクレスとその妻のカップルは、貴族的な放蕩 象徴するしゃれ者とその愛人のカップルのアンチテーゼなのである。
まがいものでないセックスの快楽を感じることができるのは前
者だけである。 ぜなら性的快楽を加速させすぎて電光石火のように散らすことなく、じっくり準備 したうえでこ を「定着さ
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が伴われているこ を繰り返し指摘 ておこう。良い性交は、官能に満ちた性交でなければ らない。十九世紀の前三分の二の医者は、引き続き興奮の強度にこだわり、その方向で活動することになる。
リニャックの目から見た「まがいものではない快楽」とは、 「わ





不節制に罵声を浴びせ、そ 意 において、当時 ポルノ文学対立するエロティシズムに裏打ちされては も、官能 追求を否認してい わけではないことをこの文章 よく示して 。続く十九世紀を通して、 「繰り返される労力」 前立腺液の射出を
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ンポについてふんだんな忠告を与え、はっ りそれと示してないが、場合によっては起こりうる避妊操作に罵声を浴びせかけ、 にものも「精子の射出」 遅延させることがあってはならないし 母胎に進入することを阻んでもいけな 、 書いている。



























姿を現す、エスキロルは言う。早漏を心配するモレル・ド・リュバンプレを除けば、神学者とは反対に、医者 早すぎる射精 ほとんど関心を抱いていないことをついで 指摘しておこう。
性交が終わるとカップルは疲労を感じる。男性において疲労は
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たい気持ちが頻繁に起こることに気づ ており、金銭尽くの愛のばあいそれが起こりやすい とを飽くことな 力説した。
シモンは一八〇五年に書いている。 「快楽を満たされた愛人男





きを精密に描きあげた。性交に身を任せ終えたばかり 男を想像していただきたい、とデランド 書く。 「彼の顔からは血 気が退いている。まぶたは半開きで、視線も定まらない。手足を持ち上げようとしても重くぐったりとして力が入らず、まるで麻痺したようである。身体には不調と苦痛しか見 からな 。頭は痛いし［…］ 、打ちひ がれ、傷つ たように思え［…］ 、頭脳を使










者においては 射精に続くこ 一過的な状態がいつまでも続いていて、完全な射精がまったくでき くなること ある、 ここでもデランドは断言している。
ところが、トゥルソーの見るところ、女性の「臆面のない痙
攣」は男性のそれと同じくらい、い 「しばしばそれをはるかに上回って」エネルギッシュ のに、女性はこの極端な疲労 感じていないことを思い出しておこう。女性のばあい、そこから「体
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ictionnaire des sciences m
édicales, op. cit., 1820, p. 133. も同じ分析
をしている。
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